
○札幌市動物の愛護及び管理に関する条例施行規則 

平成２８年３月３０日  

規則第１８号  
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第１章 総則 

（趣旨） 

第１条 この規則は、動物の愛護及び管理に関する法律（昭和４８年法律第１

０５号）及び札幌市動物の愛護及び管理に関する条例（平成２８年条例第    

●号。以下「条例」という。）の施行に関し必要な事項を定めるものとする。   

（特定犬） 

第２条 条例第２条第９号の規則で定める犬は、次に掲げるものとする。 

⑴ 秋田、土佐、アメリカン・スタッフォードシャー・テリア(アメリカン・

ピット・ブル・テリアを含む。)、グレート・デーン、ジャーマン・シェ

パード・ドッグ、スタッフォードシャー・ブル・テリア、スパニッシュ・

マスティフ、セント・バーナード、ドーベルマン、ドゴ・アルヘンティー

ノ、ナポリタン・マスティフ、ブラジリアン・ガード・ドッグ、ブル・テ

リア、ブルマスティフ、ボクサー、マスティフ又はロットワイラーに属す

る犬 

⑵ 前号に掲げるもののほか、市長が指定する犬 

第２章 動物の適正な取扱い等 

（犬の飼養に係る表示） 

第３条 条例第８条第３号の規定による表示は、犬飼養標識（様式１）による

ものとする。ただし、飼養している犬に特定犬を含む 場合における当該表

示にあっては、次条の規定による表示をもって足りるものとする。 



（特定犬の飼養に係る表示） 

第４条 条例第９条第３号の規定による表示は、特定犬飼養標識（様式２）に

よるものとする。 

（係留等の除外の申請） 

第５条 条例第１０条第１項第４号に規定する許可の申請は、係留等の除外許

可申請書（様式３）によるものとする。 

（係留等をするための器具又は器材） 

第６条 犬の飼い主は、条例第１０条第２項第３号の規定により係留等をする

ための器具又は器材を使用し、整備し、及び管理する場合には、次に掲げる

事項を遵守しなければならない。 

⑴ 係留等をするための器具又は器材を点検し、必要に応じてこれらの調節

又は修繕を行うこと。 

⑵ 綱、鎖等のみで係留等をする場合は、それらの長さを２メートル以内と

すること。 

（犬による事故の届出） 

第７条 条例第１１条第１項の規定による届出は、飼養している犬による事故

発生届（様式４）によるものとし、獣医師の診断書を添えなければならない。  

２ 条例第１１条第２項の規定による届出は、犬による被害届（様式５）によ

るものとする。 

（多頭飼養の届出） 

第８条 条例第１４条第１項の規則で定める動物は、犬又は猫とする。 

２ 条例第１４条第１項の規則で定める者は、次に掲げる者とする。 

⑴ 国又は地方公共団体 

⑵ 獣医療法（平成４年法律第４６号）第２条第２項に規定する診療施設を

開設した者 

３ 条例第１４条第１項の規則で定める数は、１０とする。 

４ 条例第１４条第１項の規則で定める事項は、次に掲げる事項とし、同項の

規定による届出は、多頭飼養届出書（様式６）によるものとする。 

⑴ 氏名及び住所（法人にあっては、その名称及び主たる事務所の所在地並

びに代表者の氏名） 



⑵ 飼養施設の所在地及び責任者の氏名 

⑶ 飼養している動物の種類、数及び性別 

⑷ 繁殖を防止するための措置の内容 

⑸ その他市長が必要と認める事項 

５ 条例第１４条第２項の規則で定める軽微な変更は、飼養している動物の数

の合計数（以下「合計飼養数」という。）の増加（同条第１項又は第２項の

規定により届け出た直近の合計飼養数から６以上増加した場合を除く。）又

は減少（合計飼養数が第３項に規定する数未満となった場合を除く。）とし、

同条第２項の規定による届出は、多頭飼養変更届出書（様式７）によるもの

とする。 

６ 条例第１４条第３項の規定による届出は、多頭飼養廃止届出書（様式８）

によるものとする。 

（特定動物による事故の届出） 

第９条 条例第１８条の規定による届出は、特定動物による事故発生届（様式

９）によるものとする。 

（犬猫の引取りの申請) 

第１０条 法第３５条第 1 項の規定により犬又は猫の引取りを求める場合の

申請は、犬又は猫の引取申請書（様式１０）によるものとする。 

２ 法第３５条第３項の規定により所有者の判明しない犬又は猫の引取りを

求める場合の申請は、所有者の判明しない犬又は猫の引取申請書（様式１１）

によるものとする。 

（収容動物の返還の申請） 

第１１条 条例第２１条第１項又は法第３６条第２項の規定により収容され

た動物の返還を求める場合の申請は、収容動物の返還申請書（様式１２）に

よるものとする。 

（条例第２４条第３項の規則で定める事態） 

第１２条 条例第２４条第３項の規則で定める事態は、次のいずれかに該当す

るものが近隣住民の日常生活に著しい支障を生じさせていると認められる

事態とする。 

⑴ 動物の取扱いに伴い頻繁に発生する動物の鳴き声その他の音 



⑵  動物の取扱いに伴う飼料の残さ又は動物のふん尿その他の汚物により

発生する臭気 

⑶ 飼養施設の敷地外に飛散する動物の毛又は羽毛 

⑷ 動物の取扱いにより発生する多数のねずみ、鳥類又ははえ、のみその他

の害虫 

（身分証明書） 

第１３条 条例第２５条第２項の身分を示す証明書は、身分証明書（様式１３）

とする。 

（手数料の減額又は免除の申請） 

第１４条 条例第２７条第２項の規定による申請は、手数料減額（免除）申請

書（様式１４）によるものとする。 

第３章 札幌市動物愛護管理推進協議会 

（会長及び副会長） 

第１５条 札幌市動物愛護管理推進協議会（以下「協議会」という。）に会長

及び副会長１人を置き、委員の互選によりこれを定める。 

２ 会長は、協議会を代表し、会務を総理する。 

３ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき、又は会長が欠けたとき

は、その職務を代理する。 

４ 会長及び副会長共に事故があるとき、又は欠けたときは、あらかじめ会長

の指名する委員がその職務を代理する。 

（臨時委員） 

第１６条 臨時委員は、学識経験を有する者その他市長が適当と認める者のう

ちから、市長が委嘱する。 

２ 臨時委員は、その者の委嘱に係る特別の事項に関する調査審議が終了した

ときは、委嘱を解かれたものとみなす。 

（会議） 

第１７条 協議会の会議は、会長が招集する。 

２ 会長は、会議の議長となる。 

３ 会議は、委員（議事に関係のある臨時委員を含む。次項において同じ。）

の過半数が出席しなければ、これを開くことができない。 



４ 会議の議事は、出席した委員の過半数で決し、可否同数のときは、議長の

決するところによる。 

（意見の聴取等） 

第１８条 協議会は、必要があると認めるときは、関係者に対し、出席を求め

て意見若しくは説明を聴き、又は資料の提出を求めることができる。 

（部会） 

第１９条 部会は、会長の指名する委員及び臨時委員をもって組織する。 

２ 部会に部会長を置き、会長がこれを指名する。 

３ 部会長は、部会を代表し、部会の事務を総理する。 

４ 部会長に事故があるとき、又は部会長が欠けたときは、部会の委員のうち

からあらかじめ部会長の指名する者がその職務を代理する。 

５ 前２条の規定は、部会の会議について準用する。この場合において、これ

らの規定中「協議会」とあるのは「部会」と、第１７条第１項及び第２項中

「会長」とあるのは「部会長」と読み替えるものとする。 

（庶務） 

第２０条 協議会の庶務は、保健福祉局において行う。 

（運営事項） 

第２１条 この規則に定めるもののほか、協議会の運営に関し必要な事項は、

会長が協議会に諮って定める。 

第４章 雑則 

（委任） 

第２２条 この規則の施行に関し必要な事項は、保健福祉局長が定める。 

   附 則 

（施行期日） 

１ この規則は、平成２８年１０月１日から施行する。ただし、第３章の規定

は、公布の日から施行する。 

（札幌市畜犬取締り及び野犬掃とう条例施行規則の廃止） 

２ 札幌市畜犬取締り及び野犬掃とう条例施行規則（昭和４７年規則第１８

号）は、廃止する。  

（経過措置） 



３ この規則の施行の際現に前項の規定による廃止前の札幌市畜犬取締り及

び野犬掃とう条例施行規則の規定によりなされた手続その他の行為は、この

規則の相当規定によりなされた手続その他の行為とみなす。  

  



様式１ 
  
       犬飼養標識 

 

備考 

１ この標識の大きさは、縦横７センチメートル以上とする。 

２ この標識の字句は、青色とする。 
 ３ この様式により難いときは、この様式に準じた別の様式を使用することができる。 

犬 



様式２ 
            特定犬飼養標識 

 
備考 

１ この標識の大きさは、縦７センチメートル以上、横１２センチメートル以上とす

る。 

２ この標識の字句は、赤色とする。 

３ この様式により難いときは、この様式に準じた別の様式を使用することができる。 

特定犬 



様式３ 
係留等の除外許可申請書 

 

年  月  日 

 
（宛先）札幌市長 

 
申請者 住 所 

氏 名               ㊞ 

法人にあっては、主たる事務所の 

所在地、名称及び代表者の氏名 

電 話 

 
犬の係留等の除外の許可を受けたいので、下記のとおり申請します。 

記 

係 留 等 の 
除外を希望 
す る 犬 

種 類  

犬 名  性 別  

年 齢  毛 色  

登録年度  登録番号  

係留等の除

外を希望す

る 日 時 

 

係留等の除

外を希望す

る 場 所 

 

申請の理由 

 

危害防止の

た め の 
措 置 内 容 

 

備考 この様式により難いときは、この様式に準じた別の様式を使用することができる。 



 

様式４ 

飼養している犬による事故発生届 

年  月  日 

（宛先）札幌市長 

届出者 住 所 

氏 名              ㊞ 

法人にあっては、主たる事務所の 

所在地、名称及び代表者の氏名 

電 話 

私が飼養している犬が人又は他の動物をかんだため、獣医師の診断書を添えて、下記

のとおり届け出ます。 

記 

加 

害 

犬 

所有者（届

出 者 と 同

じ 場 合 は

記載不要） 

住 所  

氏 名  電 話  

種 類  年 齢  毛 色  

性 別  犬 名  体 格  

登 録 年 度  
最終予防注射

年 月 日 
 

登 録 番 号  注射済票番号  

事 

故 

の 

状 

況 

被 害 者 

住 所  

氏 名 
 

性 別 男・女 

年 齢 歳 

被 害 を 受

け た 動 物 
種 類  

事 故 発 生

日 時 
 

事故発生

場 所 
 

事 故 の 

具 体 的 な

状 況 

 

 

事故発生後の 

措 置 内 容 

 

備考 この様式により難いときは、この様式に準じた別の様式を使用することができる。 



 

様式５ 

犬による被害届 

年  月  日 

（宛先）札幌市長 

届出者 住 所 

氏 名              ㊞ 

法人にあっては、主たる事務所の 

所在地、名称及び代表者の氏名 

電 話 

犬による被害を受けたので、下記のとおり届け出ます。 

記 

被 害 者 

住  所  

氏  名  
性別 男・女 

年齢     歳 

被害を受

けた動物 

種  類  

犬 の 場 合 

登録年度  

登録番号  

犬名  

事 故 の 

状 況 

事故発生日時  

事故発生場所  

事 故 の 具 体 

的 な 状 況 

 

 

被害を受けた

部 位 
 

被 害 の 程 度  

加害犬の

飼い主（ 

判明して

いる場合） 

住  所  

氏  名  電 話  

加 害 犬 
種  類  毛  色  

体  格  その他の特徴  

備考 この様式により難いときは、この様式に準じた別の様式を使用することができる。  



 

様式６ 

多頭飼養届出書 

年  月  日 

（宛先）札幌市長 

届出者 住 所 

氏 名              ㊞ 

法人にあっては、主たる事務所の 

所在地、名称及び代表者の氏名 

電 話 

多頭飼養の状況等について、下記のとおり届け出ます。 

記 

飼養施設 

所 在 地  

責任者の氏

名（届出者と

同じ場合は

記載不要） 

 

飼養している動物の種

類、数及び性別 

種 類    

雄 頭 頭 頭 

雌 頭 頭 頭 

計 頭 頭 頭 

合計     頭 

繁殖を防止するための

措 置 の 内 容 

□ 避妊手術又は去勢手術の実施 

（実施状況                     ） 

□ 隔離して飼養（詳細：              ） 

□ 未措置 

そ の 他  

備考 この様式により難いときは、この様式に準じた別の様式を使用することができる。 
 



 

様式７ 

多頭飼養変更届出書 

年  月  日 

（宛先）札幌市長 

届出者 住 所 

氏 名              ㊞ 

法人にあっては、主たる事務所の 

所在地、名称及び代表者の氏名 

電 話 

多頭飼養の届出の内容に変更がありましたので、下記のとおり届け出ます。 

記 

多 頭 飼 養 の 

届 出 年 月 日 
年   月    日 

変 更 年 月 日 年   月    日 

変

更

の

内

容 

変 更 事 項 

□ 氏名及び住所（法人にあっては、その名称及び主たる事務所の

所在地並びに代表者の氏名） 

□ 飼養施設の所在地及び責任者の氏名 

□ 飼養している動物の種類、数及び性別 

□ 繁殖を防止するための措置の内容 

□ その他 

変 更 前  

変 更 後  

備考 この様式により難いときは、この様式に準じた別の様式を使用することができる。 
  



 

様式８ 

多頭飼養廃止届出書 

年  月  日 

（宛先）札幌市長 

届出者 住 所 

氏 名              ㊞ 

法人にあっては、主たる事務所の 

所在地、名称及び代表者の氏名 

電 話 

多頭飼養ではなくなりましたので、下記のとおり届け出ます。 

記 

多 頭 飼 養 の 

届 出 年 月 日 
年   月    日 

多頭飼養ではな

くなった年月日 
年   月    日 

届出時に飼養し

ている動物の種

類、数及び性別 

種 類    

雄 頭 頭 頭 

雌 頭 頭 頭 

計 頭 頭 頭 

合計     頭 

備考 この様式により難いときは、この様式に準じた別の様式を使用することができる。 
  



 
様式９ 

特定動物による事故発生届 

年  月  日 

（宛先）札幌市長 

届出者 住 所 

氏 名              ㊞ 

法人にあっては、主たる事務所の 

所在地、名称及び代表者の氏名 

電 話 

私が飼養している特定動物による事故があったので、下記のとおり届け出ます。 

記 

危害を加えた特定動物 

種 類  
許 可 年 月 日 年  月  日 

許 可 番 号  

飼養施設の所在地  

過去の事故の有無 有（回数：   回） ・ 無 

事

故

の

状

況 

事 故 発 生 日 時  

事 故 発 生 場 所  

事故の具体的な状況 
 

 

被

害

者 

住 所 
 

 電話        

氏 名  
性 別  男 ・ 女 

年 齢 歳 

人に危害を

加えた場合

の被害の内

容 

被害を 

受けた 

部 位 

 

被害の 

程 度 
 

人以外に危

害を加えた

場合の被害

の内容 

 

事故発生後の措置内容  

備考 この様式により難いときは、この様式に準じた別の様式を使用することができる。 



 

様式１０ 

犬又は猫の引取申請書 

年  月  日  

（宛先）札幌市長 

申請者 住 所 

氏 名              ㊞ 

法人にあっては、主たる事務所の 

所在地、名称及び代表者の氏名 

電 話 

 

私が所有する犬又は猫の引取りについて、下記のとおり申請します。 

記 

１ 引取りを求める理由 
 

２ 引取りを求める犬又は猫の数、特徴等 

犬     頭 ・ 猫     頭 

種類 名前 毛色 性別 年齢 
登録年度及び登録番号 

並びに病歴等 
     

 
 

      

      

注 別に定める調査票を添付すること。 

備考 この様式により難いときは、この様式に準じた別の様式を使用することができる。 



 
様式１１ 

所有者の判明しない犬又は猫の引取申請書 

年  月  日 

（宛先）札幌市長 

申請者 住 所 

氏 名              ㊞ 

法人にあっては、主たる事務所の 

所在地、名称及び代表者の氏名 

電 話 

所有者の判明しない犬又は猫の引取りについて、下記のとおり申請します。 

記 

拾得者等（申請

者と同じ場合

は記載不要） 

住所  

氏名  電話      

拾 得 日 時  

拾 得 場 所  

拾 得 状 況  

拾得した犬又

は猫の数、特徴

等 

犬     頭 ・ 猫     頭 

種類 毛色 性別 
首輪の

有 無 
その他の特徴 

     

     

     

     

備考 この様式により難いときは、この様式に準じた別の様式を使用することができる。 



様式１２ 

収容動物の返還申請書 

年  月  日 

（宛先）札幌市長 

申請者 住 所 

氏 名              ㊞ 

法人にあっては、主たる事務所の 

所在地、名称及び代表者の氏名 

電 話 

収容動物の返還について、下記のとおり申請します。 

記 

１ 返還を求める動物の所有者（申請者と同じ場合は記載不要） 

住  所  

氏  名  電 話      

２ 返還を求める動物 

種 類  

性 別  名 前  

その他の特徴  

犬 の 場 合 

登 録 年 度  

登 録 番 号  

注射済票番号  

備考 この様式により難いときは、この様式に準じた別の様式を使用することができる。 
 



様式１３ 
（表） 

 
                     （裏） 

 
備考 この様式により難いときは、この様式に準じた別の様式を使用することができる。 

 

札幌市動物の愛護及び管理に関する条例（抜粋） 
 
第２５条 市長は、この条例の施行に必要な限度におい

て、飼い主又は前条第３項に規定する者に対し、動物
の取扱いに関し必要な報告を求め、又はその職員に、
飼養施設その他動物の取扱いに関係のある場所に立
ち入り、動物の取扱いの状況及び飼養施設その他の物
件を調査させ、若しくは検査させることができる。 

２ 前項の職員は、その身分を示す証明書を携帯し、関
係人の請求があった場合には、これを提示しなければ
ならない。 

 

第   号 

身 分 証 明 書 
所 属  

職名及び氏名  

生 年 月 日  
上記の者は、札幌市動物の愛護及び管理に

関する条例第２５条第１項の規定により立入

調査又は立入検査を行う職員であることを証

明する。 
年  月  日  

 札幌市長       印  

 

写 真 



様式１４ 

手数料減額（免除）申請書 

  年  月  日   

（宛先）札幌市長 

申請者 住 所 

氏 名              ㊞ 

法人にあっては、主たる事務所の 

所在地、名称及び代表者の氏名 

電 話 

 

手数料の減額（免除）について、下記のとおり申請します。 

記 

減額（免除）を申請する手数料  

減額（免除）を申請する理由 

 

注 この申請書には、減額（免除）を申請する理由を証する書類を添付してください。 

備考 この様式により難いときは、この様式に準じた別の様式を使用することができる。 
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